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行く春（セリグラフ）

会期：３月20日（木・祝）〜６月８日（日）

会場：東山魁夷心の旅路館

第Ⅰ期展 古 都 ― 四季の彩り
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エジプトにて（1923年頃・左端が前田青邨）

長島弘三博士（1925～1985）

ネオジム弘三石
佐賀県唐津市肥前町新木場

写真左右約4mm ［EA99290001］

イットロ蛍石
福島県伊達郡川俣町飯坂 水晶山
右標本幅約13cm ［EA66NC0543］

観る － 企画展のご案内 －

（大林）

（上田）

第31回企画展　長島弘三博士生誕100年 長島鉱物コレクション展 ４月26日（土）から

　鉱物博物館収蔵資料の中核をなす「長島鉱物コレクション」の寄贈者のひとり、長島弘三博士の生誕100年と没後
40年を迎えたことを機に、コレクションのうち常時展示していない標本や、弘三石・木村石など弘三博士ゆかりの
標本を展示・紹介します。　　
　■　会　期／４月26日（土）～６月15日（日）
　■　会　場／鉱物博物館　企画展示室
　■　休館日／毎週月曜日（詳しくは８ページをご参照ください）
　■　入館無料日／５月18日（日）

春の企画展　前田青邨展～初期作品を中心に～ ５月３日（土・祝）から

　筆致、独自の構図・視点など、若い頃からその才能を発揮していた前田青邨ですが、年齢と実力を重ね、新しい挑
戦を重ねるたびに、筆遣いや構図、その表現方法は洗練されてゆきました。
　今回の展覧会では、日本画家として歩み始め、大家へと成長してゆく過程を作品を通してご紹介します。10代の
代表作「袈裟御前」をはじめ、「中川神社奉納絵馬」など中津川に残るゆかりの作品から、「湯治場」など院展への出
品を意識した作品まで広く展示します。
　■　会　期／５月３日（土・祝）～６月１日（日）
　■　会　場／苗木遠山史料館 特別展示室〈２Ｆ〉
　■　関連の催し
　土曜講座「展示作品解説と日本画の実演」（仮）
　日　時／５月31日（土）13：30～15：00
　＊内容など詳しくは４ページをご参照ください。
　■　休館日／毎週月曜日（詳しくは８ページをご参照ください）
　■　入館無料日／５月18日（日）

ご ぜん とう じ ばけ さ
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千灯会〈習作〉（セリグラフ） 秋彩（新復刻画）

曙（新復刻画）

朝９時３分の光
（令和３年制作 50号）

わたしの愛唱歌シリーズ第４集郵便切手
「青い山脈」
（平成10年発行）

企画展　中津川レトロ展～昭和が遠い昔になりかけた今日 記憶と記録を今一度～
４月１日（火）から

（伊藤）

　昭和元（1926）年から100年になろうとしている今、記憶と記録を振り返る中津川の「レトロ展」を開催します。
　昭和32（1957）年、映画「青い山脈」（東宝映画制作・石坂洋二郎原作）の撮影が中津川駅舎で行われました。
当時、何もなかった駅舎の屋根の上には大道具の時計台がセットされ、
映画の撮影が行われました。
　映画「青い山脈」にまつわるエピソードや関連の資料などを中心に、
中津川のレトロを紹介します。

　■　会　期／４月１日（火）～９月28日（日） 
　■　会　場／中山道歴史資料館 第２展示室
　■　休館日／毎週月曜日（詳しくは８ページをご参照ください）
　■　入館無料日／４月６日（日）・５月４日（日・祝）・５月18日（日）・
　　　　　　　６月１日（日）

　書家であり水墨画家の可知凛花さん（中津川市）の展覧会を開催しています。水
墨画の大作をはじめ、書作品など主に令和に制作された作品を中心に展示してい
ます。
　淡い降雪の中に美しく実をつける南天を描いた「雪恋」は、鑑賞者に優しくも
温かく、降る雪のように消えてしまいそうな、淡くもはかない恋心を想わせてく
れるかのようです。
　■　会　期／１月10日（金）～４月13日（日）
　■　会　場／熊谷榧つけちギャラリー
　■　開館日／金・土・日および国民の祝休日　　■　入館無料日／５月18日（日）

かや

４月13日（日）まで第Ⅲ期展　可知凛花展～その一瞬を見つめて～

熊谷榧つけちギャラリー

（上田）

（入曽）

第Ⅰ期展　古都―四季の彩り ６月８日（日）まで

　北欧の旅から帰った魁夷は、京都や奈良の持つ日本的なものの良さを改めて深く
味わってみたいと思い、四季折々の古都の風景を絵に残しました。悠久の歴史と文
化が息づく、彩り豊かな日本の美をご堪能ください。
　■　会　期／３月20日（木・祝）～６月８日（日）
　■　会　場／東山魁夷心の旅路館
　■　休館日／毎週水曜日（詳しくは８ページをご参照ください）
　■　入館無料日／５月18日（日）
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苗木城御真景図

参加する － 催し・教室のお知らせ －

第１回4/9（水）、第２回4/23（水）、第３回5/14（水）
第4回5/28（水）、第5回6/11（水）、第6回6/25（水）
毎月第二・第四水曜日

13：30～14：30時　間 対　象

開催日

一般
14名定　員 費　用 １回　250円
開催日の１週間前まで随時受付、先着順申　込

　明治時代の歴史をわかりやすく読み解きます。
　■　講師：仁科吉介さん

歴史講座　明治の時代の歴史をひもとく

初代大名となった遠山友政、中期を支えた遠山友央、幕末
に幕府幹部となった最後の大名遠山友禄、多難を生き抜い
た３人の大名を通して苗木の歴史の特徴を見ていきます。
■　講師：調査員 千早保之

苗木城築城500年プレ講座
３大名に見る苗木の歴史

第１回 6/20（金）
13：30～15：00
20名
開催日まで随時受付、先着順

資料代 250円
一般

「前田青邨展～初期作品を中心に～」展示作品の解説と、
日本画の実演を行います。
岩絵具などを用いた天然素材の深みをご覧ください。
■　講師：学芸員 上田智美

土曜講座
第1回「展示作品解説と日本画の実演」（仮）

5/31（土）
13：30～15：00
20名
開催日まで随時受付、先着順

資料代 250円
一般

各教室・講座の申込方法など詳細は、各館の案内をご参照ください。○

各館の連絡先は８ページをご参照ください。○

最新情報は各館にお問い合わせください。
中津川市の博物館WEBサイトでもお知らせします。
※右の二次元コードを読みとると、中津川市の博物館WEBサイトが表示できます。

中津川市の博物館WEBサイト二次元コード

作る 学ぶ 体験

木曽の文豪・島崎藤村の『夜明け前』を朗読しながら、
わかりやすく解説していきます。
■　講師：館長　西村友孝

第1回 4/2（水）、第2回 4/16（水）、第3回 5/21（水）
第4回 6/4（水）、第5回 6/18（水）
毎月第一・第三水曜日
13：30～15：00
14名定　員

開催日の１週間前まで随時受付、先着順申　込

持物：『夜明け前』第２部その他

時　間

費　用

対　象

開催日

一般
１回　250円

文学講座　島崎藤村の『夜明け前』を味わう Ⅲ

古文書教室　史料館文書を読む

遠山家古文書を解読しながら、みんなで学びます。
■　担当：調査員 加藤宣義

第１回 4/26（土）
第２回 5/24（土）
第３回 6/28（土）
毎月第四土曜日

13：30～15：00
20名
開催日まで随時受付、先着順
持物：筆記具、くずし字用例辞典

持物：筆記具

年間1,000円
一般

開催日

なかともまさとも

とも よし



パタパタ飛行機をつくろう

光でGO！ライトコントロールトレインをつくろう

５

光でGO！
ライトコントロールトレインをつくろう パタパタ飛行機をつくろう

● 定員を超えた場合は抽選です。
● 抽選に当たった方には電話で連絡します。
　 （不在の場合は、次の方が当選になることもあります。）

● 小学校３年生以下の参加には、大人の付き
　 いをお願いします。
● 費用は変更になる場合があります。

石割体験 古代人のアクセサリー「まが玉」をつくろう

6/14（土） 9：30～11：30

開催日 時　間

小学生以上

対象

12名

定員

500円

費用

職　員

講　師

締切 6/6

申込

鳥のように羽をはばたかせて飛ぶ飛行機をつくります。

5/24（土） 9：30～11：30

開催日 時　間

小学生以上

対象

10名

定員

800円

費用

職　員

講　師

締切 5/16

申込

そ　の　他

そ　の　他

光を当てると動き回る電車をつくります。

開催日 時　　間 対　象 定員 費用 申込 そ　の　他講　師

恐竜が絶滅する前にできた石を割ってみよう。かたい石があなたの手でまっぷたつ！プロの技も必見です。

13：30～14：30 小学生以上 30名5/4
（日・祝） 無料 中根石材 当日受付

整理券配布 友の会共催事業

石割体験 地質の日記念事業

地質をより身近に感じ、理解を深めることを目的として設けられた
「地質の日」（毎年５月10日）の記念事業です。

開催日 時　　間 対　象 定員 費用 申込 そ　の　他講　師

滑石というやわらかい石で「まが玉」をつくります。まが玉についてのミニ学習もあります。

10：00～12：00 小学生以上 500円 職　員18名 5/16～5/30
抽選6/15（日） 小３以下は保護者同伴で

持物：古タオル、エプロン

古代人のアクセサリー「まが玉」をつくろう
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夜明けの森をフィールドに、年４回の活動を通して自然や森との付き合い方を楽しく学びます。
2025年度の年間テーマは「こんもり山たんけん隊」です。
■　講師：纐纈正紀さん・成瀬ゆう子さん・田中麻基子さん・西尾彩李さん

第１回　５/24（土）　　　「はじまりのたんけん」
第２回　８/ ２（土）　　　「水のたんけん」
第３回　11/ ８（土）　　　「月夜のたんけん」
第４回　2026/1/31（土）　「冬のたんけん」

４回とおして参加できる小学生以上の親子 ※子どもだけの場合は小学４年生以上対　象
定　員
費　用

時　間

申　込
会　場

開催日

第１回・第２回・第４回 ９：30～12：00（予定）　第３回 18：30～21：00（予定）

20名
４回分ひとり2,000円

4/22（火）９：30～5/8（木）17：00 ※申込多数の場合は抽選となります
中津川市鉱物博物館・夜明けの森 ほか

夜明けの森こんもり山プロジェクト2025

わらべうた・ネイチャーゲーム・クラフト・絵本などを通して、ゆったりと遊びながら、森の「いいな」を体験します。
2025年度の年間テーマは「森のたんけんごっこ」です。
５月から11月（８月除く）の第二金曜日に開催。全６回。
■　講師：原 令子さん・柳谷恵子さん・小林英子さん・大嶋直子さん・三浦美奈子さん

第１回　５/ ９（金）「草花あそび」
第２回　６/13（金）「いきものさがし」
第３回　７/1１（金）「水あそび」
第４回　９/12（金）「石ころあそび」
第５回　10/10（金）「木の実あそび」
第６回　11/14（金）「たからものさがし」※季節や天候、参加者のみなさんに合わせた内容となります。

６回とおして参加できる乳幼児の親子対　象
定　員
費　用

時　間

持　物

開催日

10：00～12：00

20組
各回一組200円
帽子・着替え・飲み物などは各自でご用意ください

申　込 3/15（土）９：30～4/22（火）17：00 ※申込多数の場合は抽選となります

はじめのいっぽ～森の子育て・親子自然楽習～
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桃山公園内の巨岩・奇岩「夫婦岩」
（西北後面から撮影）

江戸初期の切井村百姓への定書

通字　大名友政から友禄まで

中山道歴史資料館

苗木遠山史料館

知る － 資料紹介 －

　苗木の大名遠山家は、初代友政から最後の12代友禄
まで名に「友」の字が用いられています。
　江戸時代には幼名の後、通称と諱（本名）がありまし
た。例えば、初代は 久兵衞尉（通称）―友政（諱）、７代 
左兵衞―友央、11代 刑部少輔―友寿、12代 美濃守―
友禄です。読み方も通称は音読みで、諱は訓読み（和
名）が多くなっています。
　へりくだる意味で武士同士では一般に通称を用い、
百姓など下位の者には諱を用いたようで、江戸初期の
切井村百姓への定書には、友政と諱が見られます。（写
真）
　諱は高位の人が配下の者に名の一字を譲る例があり、
それを通字といいます。鎌倉時代の創始者源頼朝は、
重臣加藤景廉に遠山荘の地頭を命じましたが、その子
景朝がこの地へ移り、地名の遠山を姓として遠山景朝
と名乗りました。「朝」は頼朝から譲られ、父の景廉の
景と併せ、景朝としたのでしょう。しかし、北条氏は三
代実朝を殺し、頼朝の系を絶ち北条政権を維持したた
め、景朝から始まる遠山家は「景」は用いても「朝」の
字は避け、「友」で代用しました。
　明知では戦国時代に景友・友春・友治、岩村では友通
（景任：苗木直廉の兄）が見られます。（『美濃国諸家系
譜』）

桃山公園の巨岩・奇岩
　後田川が中津川に合流する桃山地域には、大きな岩
（巨岩・奇岩）がゴロゴロと点在している場所がありま
す。通称「大岩」です。この地名は文化３（1806）年、
江戸幕府の道中奉行により作られた「中山道分間延絵
図」の中津川宿絵図にも「字大岩薬師堂」と記述され
ており、このあたりは明治・大正・昭和・平成・令和
の現在まで姿を変えながらも多くの人々に親しまれて
きました。昭和20年代、大岩付近には渦を巻いた淵が
あり、子どもたちは互いの泳力を誇示するかのように
競いあって泳いだものでした。もちろん上級生が見守
ってはいましたが、今では考えられない光景でした。
また、この周辺には茶店・食堂などが多くありました。
みなさんの中には、遠足などでこの辺りに訪れたこと
のある方もいらっしゃるのではないでしょうか。一時
期、全国から「奇岩」ツアーの観光バスが連なって公
園を訪れたこともありました。今では「桃山公園」と
して周辺が再整備され、子ども科学館・夫婦岩・大岩

薬師などがあり、総合的な公園として活用されています。
この巨岩群は恵那峡から中津の木曽川両岸にみられる苗
木花崗岩が、長い年月、繰り返し風化・浸食されてでき
たものです。奇岩「夫婦岩」は、昭和初期頃に道路整備
が行われた際、河川敷の藪地（私有地）から発見されま
した。

（千早）

（伊藤）

　恵那各地の遠山家は初代が景朝だったことから「景」
か「朝（とも）」を用いる例が多かったようです。飯場で
は、岩村第７代遠山景秀の弟・景義が飯場城主の養子に
なりましたが、その子に実子がなく友勝を養子としまし
た。友勝は京都の三淵大和守の子でした。三淵・細川は
名門で甥に細川藤孝（幽斎、孫の忠利が熊本城主）がお
り、現在の細川家に至ります。なぜ飯場城主となり友勝
を名乗ったかは不明ですが、織田信長に近く、信長から
苗木城主を命じられています。友勝の没後に子・友忠も
やはり信長の命で苗木城を後継しました。近代の「友」
を諱とする苗木遠山家は友勝が祖（1572年～）であり、
大名は友政から始まります。
　大正時代、14代友郷（幼名：英彦）の急死で15代とな
った若き弟の健彦は、「友」を通字にするのをやめまし
た。

とおり じ

とも とも よしまさ

いみな

きゅうべえのじょう

とも なか ぎょうぶのしょう とも みののかみひさ

とも よし おん くん

さだめがき

とおり じ みなもとのよりとも

かげ かど

かげ とも

さね とも

かげ とう なお かど

いい ば

とも かつ

みつ ぶち

ふじ たか ゆう さい

うしろ だ

ぶん

ず

けん のべ え

めおと いわ
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〒508-0351 中津川市付知町4956番地の52
（アートピア付知交芸プラザ内）

中央自動車道「中津川IC」から車で約40分
☎ 0573-82-4911               http://www.kaya-kumagai.jp
熊谷榧つけちギャラリー
山と青川の小さな美術館

わか

〒508-0501 中津川市山口１番地15

〒508-0101 中津川市苗木2897番地の２

中央自動車道｢中津川I.C｣から車で約25分｢道の駅賤母内｣
FAX 0573-75-5225

☎ 0573-75-5222               https://www.city.nakatsugawa.lg.jp/museum/k/
中津川市

木曽谷に抱かれた美術館

JR中津川駅からバス｢苗木｣下車徒歩約20分
FAX 0573-66-9290

☎ 0573-66-8181               https://www.city.nakatsugawa.lg.jp/museum/t/
中津川市

苗木城跡歴史の広場

〒508-0011 中津川市駒場1657番地の１
JR中津川駅から徒歩約20分
FAX 0573-66-9171

☎ 0573-66-9090               https://www.city.nakatsugawa.lg.jp/museum/s/
中津川市

わくわくドーム

〒508-0101 中津川市苗木639番地の15
JR中津川駅からバス｢夜明けの森｣下車徒歩約40分
FAX 0573-67-2191

☎ 0573-67-2110               https://www.city.nakatsugawa.lg.jp/museum/m/
中津川市

夜明けの森きらめきパーク

〒508-0041 中津川市本町２丁目２番21号
JR中津川駅から徒歩約10分
FAX 0573-66-7021

☎ 0573-66-6888              https://www.city.nakatsugawa.lg.jp/museum/n/
中津川市

中津川宿を中心とした歴史の旅

しず も

東山魁夷心の旅路館

子ども科学館

鉱物博物館

苗木遠山史料館

中山道歴史資料館

８

苗木遠山史料館
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中山道歴史資料館
　　　鈴 木 洋 一 様　　書籍１点

寄贈を受けました　2024年12月～2025年２月受贈分

　博物館職員を対象とした消防講習を、苗木遠山史料
館で行いました。
　消防署員の指導の下、練習用の消火器を使い、実際
に火元に見立てた的に向けて水を飛ばすなど、消火器
の使い方を再確認しました。
　また、館内で火災が発生したという想定のもと、火
災発生時の消防署への通報訓練なども行いました。

東山魁夷心の旅路館休館日
　　その他４館の休館日
熊谷榧つけちギャラリーは金・土・日および国民の祝休日のみ開館

国際博物館の日記念事業
入館無料デーのご案内

消防講習を受けました

　鉱物博物館のある夜明けの森で、４月13日(日)にツ
ツジ祭りが開催されます。
　クラフトやアクセサリーのお店、クラフト体験など、
楽しいイベントが計画されています。当日は鉱物博物
館の入館も無料です。
　春の夜明けの森へ出かけて
みませんか？
　みなさんのお越しをお待ち
しています。

ツツジ祭り＆入館無料デーのご案内
　毎年５月18日は国際博物館の日です。これを記念し
て各国の博物館では記念事業が開催されます。中津川
市の博物館では、５月18日（日）の入館を無料とします。
対象施設は、苗木遠山史料館・中山道歴史資料館・子
ども科学館・鉱物博物館・東山魁夷心の旅路館・熊谷
榧つけちギャラリーの６館です。各館で催しも予定し
ています。

■期　日　５月18日（日）9：30～17：00
　　　　　　　　　　　　　　　（入館は16：30まで）

●苗木遠山史料館　クイズラリー、箏演奏
●中山道歴史資料館
　　蓄音機鑑賞会、歴史クイズラリー
●子ども科学館
　　ミニプラネタリウム上映
　　太陽望遠鏡による太陽観察
　　手作りミニホバークラフト試乗
　　プログラミングロボット体験 など
　　お子さん全員に手作りのおみやげ
●鉱物博物館
　　ジェムストーンさがし、水晶さがし など
●東山魁夷心の旅路館
　　ポスタープレゼント（先着30名）
＊催しは予定です。
＊催しの中には有料のものや開催時間の限られているものがござ
　いますので、詳しくは各館にお問い合わせください。

ありがとう
　ございました。
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